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産卵資源バイオマス（SSB）の代替としてのミナミマグロ一尾当たりの相対的産卵数の推定

産卵場におけるミナミマグロの組織学及び水深別体長分布のデータ収集は、1990年からインドネシアの延縄漁業において行われている。これらのデータを用いて、魚の体長との相関関係として、一尾当たりの相対的な産卵数を推測している。この際、(i) 成熟魚の割合、(ii) 成熟魚一尾当たりの産卵回数、(iii) 各産卵時の産卵数が考慮される。推測の結果は、資源評価や水深分布の仮定によってある程度変わるが、小さな魚より大きな魚の方が、より頻繁に産卵することは明らかなようである。従って、大型魚はSSBが示すよりも多く産卵するということになる。例として、漸近の産卵能力の50％が~17歳の場合と漸近SSBが~11歳の場合を比較した。資源加入量のモデリングでは、「資源」の変数として、SSBよりも産卵総数の方が好まれている。新しい推定値が「資源」の時系列をどのように変えるかを示す例も提示した。
